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本研修の目的と概要

本研修の目的

 大学入学共通テスト「情報」への対策

└情報Ⅰの授業に向けた情報提供

はじめに
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本研修の目的と概要

本日の時間割

 第一部（9:05～10:15）

└講師挨拶

└試作問題の解説（大問1と大問2）

 第二部(10:30～11:45)

└情報Ⅰ・プログラミング領域の実習

└試作問題の解説と実習（大問3）

└WaPEN@Asail紹介

はじめに

3



Copyright © Asial Corporation. All Rights Reserved.

講師挨拶

4
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工業高校でパソコンデビューし独学でWeb開発やサーバー構築を学ぶ。

アシアル入社後は通販システムやWeb業界向けの教育・研修事業を経た後、
2015年からMonaca Educationという学校教育向け事業を立ち上げる。

2021年、放送大学にて修士（学術）を修了。
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• 名前

• 岡本 雄樹

• 著書

• イラストでよくわかるPHP

• WordPressプロフェッショナル養成読本

• Monacaで学ぶはじめてのプログラミング

自己紹介
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大学入学共通テスト「情報」試作問題解説(概要編)
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大学入学共通テスト「試作問題」とは？

 テストの作成方針と共に公開されている問題

└現状この試作問題を元に対策をするのがベスト

└問題は大問4つ

└解答も公開されています

└作成方針も公開されています

 Web上から入手可能です
└ https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/shiken_jouhou/r7/r7_kentoujoukyou/r7mondai.html

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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https://www.dnc.ac.jp/kyotsu/shiken_jouhou/r7/r7_kentoujoukyou/r7mondai.html
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問題作成方針

 社会や身近な生活が題材になります

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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出典：令和７年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テストの
出題教科・科目の問題作成方針に関する検討の方向性について P.12
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問題は大問4つ

 プログラミングの配点は高めです

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説

9

出典：令和７年度大学入学共通テスト試作問題「情報」の概要 P.4
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第1問：4領域からの独立した4つの小問

 教科書的な知識を抑えておけば比較的対策しやすい

└ 知識定着のために実習をしておくのがお勧めです

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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出典：令和７年度大学入学共通テスト試作問題「情報」の概要 P.5
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第2問：1～2領域にまたがる2つの小問

 問題文の中に答えを導くための情報が多く含まれています

└ しかし、基本的な概念を知らないと時間切れになります

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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出典：令和７年度大学入学共通テスト試作問題「情報」の概要 P.6
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第3問：プログラミング領域の問題

 基本的なアルゴリズムを応用した問題が出ます

└ まず、基本文法が理解できていないと厳しいです

└ 応用的なアルゴリズムを習得しておけば高得点が狙える？

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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出典：令和７年度大学入学共通テスト試作問題「情報」の概要 P.7
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第4問：情報通信ネットワークとデータの活用領域の問題

 統計調査のデータを読み取る問題が出ます

└ データを読み取るための基本的な知識は必要

└ 分析の実習をしておくに越したことはありません

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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出典：令和７年度大学入学共通テスト試作問題「情報」の概要 P.8
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岡本の考察

 授業時間（2単位70時間）では範囲が広く全部やるのは困難

└ 「実習」は授業で取り組んで欲しい

• 「実習」の経験が点につながりやすい問題もある

• 実習の準備は指導者がまとめて行う方が効率的

└ 自走できるレベルの基礎知識は授業でカバーして欲しい

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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大学入学共通テスト「情報」試作問題解説(第1問)
問1：情報社会の問題解決
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問1：インターネットサービス利用に関する問い

 a:SNS・メール・Web利用の問題

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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出典：令和７年度大学入学共通テスト試作問題「情報」の6-2-1_試作問題『情報Ⅰ』※令和4年12月23日一部修正.pdf
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問1：インターネットサービス利用に関する問い

 b:情報の信憑性に関する問題

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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出典：令和７年度大学入学共通テスト試作問題「情報」の6-2-1_試作問題『情報Ⅰ』※令和4年12月23日一部修正.pdf
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問題の方向性

 SNS・メール・Webサイトを利用する際の注意や判断が問われている

└ 自身の安全を守れるかどうか

└ 権利への配慮ができるかどうか

• 著作権・肖像権など

└ 情報の信憑性を判断できるかどうか

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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SNS,電子掲示板

発信者受信者

プロバイダ
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解答するためのポイント

 他人・システム・そして自分も疑う

└ 相手のアカウントが乗っ取られている場合もある

• なりすまし

└ システムがハッキングされる場合もある

• 情報漏洩（※パスワード使い回しがダメな理由）

└ 相手が裏切る場合もある

• 意図しない範囲での拡散

└ 自分のアカウントが乗っ取られる場合もある

 著作権・肖像権は理解しておく

└ 授業でディスカッションできると良い

• 自分達が権利者だった場合の立場でも話し合いたい

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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大学入学共通テスト「情報」試作問題解説(第1問)
問2：情報通信ネットワークとデータの活用

20
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問2：パリティチェック

 パリティについては別途問題の中に解説があります

└ 解説と解答群の文章はヒントにできます

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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出典：令和７年度大学入学共通テスト試作問題「情報」の6-2-1_試作問題『情報Ⅰ』※令和4年12月23日一部修正.pdf
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パリティチェックの解説

 ビット列とパリティビット付与の例

└ 1の個数が奇数なら1を付与する（偶数(にする)パリティ）

 データ誤りの例

└ 「0010 1」を転送した際に1ビット目の1が0に反転した場合

• 「0000 1」はパリティビットで誤り検知可能

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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3ビット 2ビット 1ビット 0ビット パリティビット

0 0 0 0 0

0 0 0 1 1

0 0 1 0 1

0 0 1 1 0

0 1 0 0 1
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解答するためのポイント①

 2進法・16進法の知識および変換する技能は必要

└ 要実習：8桁の2進数と2桁の16進数を相互に変換(基数変換)

└ テクニック：2進数は4桁毎に区切る

└ 10進法を挟んでも駄目では無いが時間はロスする

 相互変換の例

└ 0100 0110

└ 7A

• 7Aにパリティビットを付与すると「0111 1010 1」

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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8桁の2進数 上4桁と下4桁の10進数 16進数 10進数

0100 0110 4と6 46 70

16進数 上4桁と下4桁の10進数 8桁の2進数 10進数

7A 7と10 0111 1010 122
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解答するためのポイント②

 誤り検知とはなにか？

└ 誤り検知 ≠ 誤り訂正

• 誤り訂正が行えるのは「二次元コード」

└ なぜ誤り検知が必要か？

• データは「通信時」などに壊れるから

• 壊れたどうかが分かれば再送して貰うことが出来る

└ 誤り検知と再送の例

• 通信方式「TCP」は誤り検知と再送を行っている

 ファイルの転送などに向く

• 通信方式「UDP」は行っていない

 通話などリアルタイムな処理に向く

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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解答するためのポイント③

 パリティビットで本当に誤り検知できるのか？

└ 1ビットの反転は確実に検出可能

• パリティビットも含める

• ただし何処が間違っているかは分からない

└ 2ビット以上反転した場合はNG

 何ビット毎にパリティビットを設けるべきか？

└ 画像データに1ビット分パリティを設けて役に立つかどうか？

• 2ビット以上壊れる可能性が高いので微妙

• 何処のデータが壊れたか見当が全く付かない

└ 8ビット（1バイト）毎に設けるのは妥当性がある

 パリティビットは誤り検知の1手法に過ぎない

└ シンプルかつ二進法の理解を問えるので入試向き

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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解答するためのポイント④

 そもそもなぜデータが欠損するのか？

└ 2次元コードの場合

• 印刷物の汚損やカメラの精度など物理的な要因が多数存在します

└ 01のデジタルデータは欠損するのか？

• 01のデータは欠損には比較的強い

• しかし物理的な方法で保存・転送するので欠損はします

 普段の生活であまりデータの欠損を実感しない理由

└ 最近は便利になりました

└ 通信プロトコルやOS、ハードウェアが裏側で頑張っている

• 様々な誤り検知や誤り訂正の仕組みが組み込まれている

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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大学入学共通テスト「情報」試作問題解説(第1問)
問3：コンピューターとプログラミング
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問3：論理回路(1)

 二つあるトイレの空き状況を論理回路で確認したい

└ 両方使用中ならランプが点灯する

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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出典：令和７年度大学入学共通テスト試作問題「情報」の6-2-1_試作問題『情報Ⅰ』※令和4年12月23日一部修正.pdf
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解答するためのポイント

 問題文と併記された真理値表を理解できれば比較的容易

└ 論理和(OR)では、片方トイレが使用中でもランプが点灯してしまう

• 片方が空いているにも関わらず

└ ただし、実習していないと問題や仕組みの理解に時間が掛かる

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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出典：令和７年度大学入学共通テスト試作問題「情報」の6-2-1_試作問題『情報Ⅰ』※令和4年12月23日一部修正.pdf
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問3：論理回路(2)

 3つあるトイレの空き状況を論理回路で確認したい

└ 2つ以上使用中ならランプが点灯する

• (混雑中ランプという位置づけ)

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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出典：令和７年度大学入学共通テスト試作問題「情報」の6-2-1_試作問題『情報Ⅰ』※令和4年12月23日一部修正.pdf
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解答するためのポイント①

 問題と真理値表の意味が理解できれば表は比較的容易

└ 入力の「1」が2つ以上なら出力Xが1となる真理値表を選択する

 表の行の並びには規則性がある(二進数)

└ 000、001、010と並んでいる

└ 入力は3ビット、全部で8パターン存在

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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A B C X(混雑ランプ)
0 0 0 0
0 0 1 0
0 1 0 0
0 1 1 1
1 0 0 0
1 0 1 1
1 1 0 1
1 1 1 1
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解答するためのポイント②

 先に真理値表を解答しておく

 中間の値「d」～「g」について確認する

 前段の論理回路の入力を整理しておく

 fとgの入力でXの出力になる論理回路を選択する

└ 答えはOR回路

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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A B C d e f g X(混雑ランプ)
0 0 0 0 0 0 0 0
0 0 1 0 0 0 0 0
0 1 0 0 0 0 0 0
0 1 1 0 1 1 0 1
1 0 0 0 0 0 0 0
1 0 1 0 0 0 1 1
1 1 0 1 0 1 0 1
1 1 1 1 1 1 1 1

d

e

f

g

AB

AC

BC
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大学入学共通テスト「情報」試作問題解説(第1問)
問4：コミュニケーションと情報デザイン
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問1：究極の5つの帽子掛け

 情報の整理・分類に関する問題

└ かつて情報Ⅰ教員研修用教材でも扱われていた内容

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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出典：令和７年度大学入学共通テスト試作問題「情報」の6-2-1_試作問題『情報Ⅰ』※令和4年12月23日一部修正.pdf
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解答するためのポイント①

 場所：路線図は「場所」を基準とて情報を整理したもの

 アルファベット：駅名順ではない

 時間：今回の路線図には乗車「時間」などは掲載されていない

 カテゴリー：各路線は「カテゴリ」ではない

└ 陸路・空路・海路などで整理されているわけではない

 階層（連続梁）：駅毎の乗降者数なども掲載されていない

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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出典：令和７年度大学入学共通テスト試作問題「情報」の6-2-1_試作問題『情報Ⅰ』※令和4年12月23日一部修正.pdf



Copyright © Asial Corporation. All Rights Reserved.

解答するためのポイント②

 場所：無関係

 アルファベット：並びは人気順なので無関係

 時間：無関係

 カテゴリー：「温泉がある宿」というカテゴリなので基準に含まれる

 階層（連続量）：評価順なので基準に含まれる

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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出典：令和７年度大学入学共通テスト試作問題「情報」の6-2-1_試作問題『情報Ⅰ』※令和4年12月23日一部修正.pdf
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第1問に対する岡本の考察

 実習した方が良い項目

└ 基数変換

└ 論理回路

└ 究極の5つの帽子掛けによる情報整理

 深く理解した方が良い項目

└ 各用語の理解（SNS・プロバイダなど）

└ 著作権・商標権

└ AND/OR/NOT

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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大学入学共通テスト「情報」試作問題解説(第2問)
問A：二次元コードの問題
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問1：特許と技術普及の問題（あるいはマーケティング）

 二次元コードのなかでもQRコードが普及した理由

└ ※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

• ↑でお馴染みのQRコードの話

• 特許権を放棄したわけではありません

• (なお、特許権は20年で切れますが商標権は更新できます)

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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出典：令和７年度大学入学共通テスト試作問題「情報」の6-2-1_試作問題『情報Ⅰ』※令和4年12月23日一部修正.pdf
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問2：QRコードの仕組みの問題

 位置検出の目印の□はなぜ○ではなく□なのか？

 答え：②プリンタやディスプレイの解像度によって･･･

 理由：○より□の方が印刷で表現しやすいから
└ 「1:1:3:1:1」や「角度」の話は無関係

└ 直線と違って曲線は解像度を高くしないと表現できない

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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出典：令和７年度大学入学共通テスト試作問題「情報」の6-2-1_試作問題『情報Ⅰ』※令和4年12月23日一部修正.pdf
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問3：復元能力（誤り訂正）の問題

 復元能力を高めるとサイズが大きくなる

 情報量を多くするとサイズが大きくなる

└ ただし閾値があり、正比例では無い

• 復元力7%においては20文字と30文字のサイズは同じ

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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出典：令和７年度大学入学共通テスト試作問題「情報」の6-2-1_試作問題『情報Ⅰ』※令和4年12月23日一部修正.pdf
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問4：二次元コード作成の問題

 復元能力を低くすればサイズは小さくなる

 復元能力と情報量を大きくしたらサイズは最大になる

 問題文に「セルの数は，Ⅰ～Ⅲの文字列で異なっていた」

└ とあるので[キ]は33x33の二次元コードにならない

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説

42

出典：令和７年度大学入学共通テスト試作問題「情報」の6-2-1_試作問題『情報Ⅰ』※令和4年12月23日一部修正.pdf
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大学入学共通テスト「情報」試作問題解説(第2問)
問2B：待ち行列の問題

43
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問2B：待ち行列の問題

 前提条件

└ 1日目は既に終わっている

• 2日目に向けてシミュレーションをする

• 1日目の実データはある

• (シミュレーションには乱数を使う)

└ 同時に一人の客しか対応できない

• 客が注文できるクレープも一枚のみ

• 注文は前の客に商品を渡してから次の注文を聞く

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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問2B：待ち行列の問題

 1日目の実データ

└ 1人の客への対応時間は約4分

└ 到着間隔

• 到着間隔とは何か？

└ 階級値

• 30秒未満は0分、30秒以上90秒未満は1分

└ 相対度数、累積相対度数

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説

45

出典：令和７年度大学入学共通テスト試作問題「情報」の6-2-1_試作問題『情報Ⅰ』※令和4年12月23日一部修正.pdf



Copyright © Asial Corporation. All Rights Reserved.

問2B：待ち行列の問題

 シミュレーション

└ 到着間隔は表Ⅰの階級値を元にしている

 ケの答えの求め方

└ 10人目の生成された乱数は0.95

└ 乱数の値と「累積相対度数」を対応させている

└ 0.95は「累積相対度数」の0.94～0.96と対応する

└ 0.95と対応する階級値は8分

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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問2B：待ち行列の問題

 シミュレーション結果の分析

└ 10人の客の待ち状況を図に展開

 「作成途中」なので、続きを記載する必要がある

└ 続きを記載するには、まず図の意図を読み取る必要がある

 1人前の『対応時間』か『待ち時間』の早い方から□を数えると『到着間隔』

└ 到着間隔を元に残りの7～10人目を記載すれば答えが出る

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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問2B：待ち行列の問題

 シミュレーション結果の分析

└ 到着間隔に注目する

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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問2B：待ち行列の問題

 到着間隔に合わせて7人目以降を記載

└ なお対応時間は常に4分

• 10人対応するには40分掛かる

 待ち人数の最大：4人

 待ち時間の最長：13分
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1 0
2 2
3 4
4 2
5 0
6 3
7 3
8 2
9 3

10 8
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問2B-2：シミュレーション

 来客人数を増やしてシミュレーション

└ 10,20,30,40

 シミュレーション回数は各100回

└ グラフは回数毎の最大待ち人数を表現

 メモ

└ 来客が多ければ最大待ち人数は増えるはず

• 対応に「4分」かかるため

└ 来客が少なければ最大待ち人数は減るはず

• ただし同時に来たら待つことも

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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問2B-2：シミュレーション

 実際の問題

└ 「読み取れないこと」を一つ選択する

 実際の正答

└ ①最大待ち人数の分布は、来客人数の半数以下に収まっている

 解説

└ 来客人数10人に対して6人の待ちが発生している

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説

51

出典：令和７年度大学入学共通テスト試作問題「情報」の6-2-1_試作問題『情報Ⅰ』※令和4年12月23日一部修正.pdf



Copyright © Asial Corporation. All Rights Reserved.

問2B-2：シミュレーション

 実際の問題

└ 対応時間を3分に短縮

• 「来客人数40人のグラフ」を選択する

• 同じ乱数列を利用

 実際の正答

└ ①最大待ち

 解説

└ 同じ乱数列ではあり得ないグラフを除外

• ①と②は最大待ち人数20付近が増加

• ③は最大待ち人数のピークが10人付近

大学入学共通テスト「情報」試作問題解説
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